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現在の教育環境は？

堀おいて中学校-年生猟皇輔鴛鱒濯暮は全国に衝撃を二冒二
特に上村君が在籍した中学校ではその対応に苦慮したものと想像しています｡私は1987年に東

京の公立中学を退職しています。

当時は、中学校における校内暴力の問題が社会問題化しており、特に教師に対する反抗の問題

が各中学校にありました。この件の生徒指導に関しては各校ともに‘悩みました。しかし、多くの

学校では校長以下教職員全員でその指導、解決に向け取り組んだものでした。・

私の勤務した中学校でも職員会が頻繁にもたれ、学年会に至っては連日のように開かれた時期

もありました。それでも、全教職員の協力により、問題生徒の多くは無事立ち直って卒業してい

くケースがほとんどでした。

ところが、現在の教育現場はどうなっているのでしょうか。ある'情報によりますと「うつ傾向

の自覚症状を訴える教員は一般企業の2.5倍になる」と言います。また自分の娘が教師を希望し

たのに対し「苦しいことばかり多いから止めろ」と制した女性教師の話も聞きました。教職員組

合の実態もない学校現場も多いと聞きました。

そういう中で今回の川崎での事件が起きました。また、「人を殺してみたかった」（名古屋の

女子大生）また、校内のいじめの中で自殺していく生徒など。「人の命は地球より重い」という

言葉は死語になってしまったのでしょうか。

受験やいじめ等いろんな原因があるものの2013

年には546人の子どもが自殺しています｡心の居

場所がない、人生の目標がない、他人から必要され

ていないなどの共通した原因もありますが､他人を

殺してしまうのはごく僅かです。

このような大きな問題を学校教育の現場のみで

対策を考えるというのはどうしても無理な話です。

なにより「社会から必要とされている」と思える環

境づくりをして社会全体で考えていくべきだと思

います。 （上野武雄）
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